
環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
81
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三方五湖における水質の
現状と改善

　先月号では、三方五湖の自然環境の現状や自然再生に取り組む三方
五湖自然再生協議会についてお知らせしました。
　三方五湖では、さまざまな要因によって水質の汚濁が進んでいます
が、三方五湖自然再生協議会の ｢シジミのなぎさ部会 ｣では、シジミ
の生息と関連した水質改善に取り組んでいます。
　今月号では、湖の水質に着目しながら、自然再生の取り組みについ
てお知らせします。

シリーズ ｢三方五湖 ･自然再生の取り組み ｣②

　

町
で
は
、
三
方
五
湖
の
環
境
を
改
善
す

る
た
め
、
毎
年
湖
の
水
質
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

三
方
五
湖
の
水
質

　

三
方
五
湖
自
然
再
生
協
議
会
の｢

シ
ジ

ミ
の
な
ぎ
さ
部
会｣
で
は
、｢

シ
ジ
ミ
の
す

む
湖
岸
再
生｣

を
目
的
に
、
美
し
い
水
辺

の
再
生
、
水
質
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
例
え
ば
、
浅
場
環
境
の
整
備
や
、

湖
及
び
流
入
河
川
の
水
質
の
調
査
、
湖
の

底
質
の
調
査
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
三
方
五
湖
自
然
再
生

協
議
会
と
連
携
し
て｢

シ
ジ
ミ｣

が
生
息
し

や
す
い
三
方
五
湖
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

地点 COD
(75%値 )

全窒素
(平均値 )

全リン
(平均値 )

日向湖
北部 2.8 0.26 0.028
南部 2.0 0.22 0.026

環境基準 3 - -

久々子湖
北部 4.7 0.68 0.055
南部 4.6 0.68 0.064

水月湖
北部 4.8 0.68 0.078
南部 5.5 0.87 0.086

菅湖 5.4 0.95 0.094

三方湖
西部 5.1 0.89 0.082
東部 6.0 0.91 0.076

環境基準 5 0.6 0.05

■平成25年度の水質の状況

平成 26年度版 環境白書 (福井県 )より

　

平
成
25
年
度
の
測
定
結
果
は
左
記
の
と

お
り
、
湖
の
汚
濁
が
進
む
ほ
ど
値
が
大

き
く
な
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ(

化
学
的
酸
素
要
求
量)

は
、
9
地
点
中
4
地
点
で
環
境
基
準
を
超

過
し
て
い
ま
す
が
、
日
向
湖
と
久
々
子
湖

で
は
基
準
内
で
す
。

　

ま
た
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
繁

殖
を
引
き
起
こ
す
、｢

全
窒
素｣･｢

全
リ
ン｣

は
、
9
地
点
中
7
地
点
で
環
境
基
準
を
超

過
し
て
お
り
、
久
々
子
湖
で
も
基
準
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
久
々
子
湖
の
水
辺
環
境
と
シ

ジ
ミ
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

三
方
五
湖
の
水
質
は
、
こ
れ
ま
で
周
辺

地
域
の
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
悪
化
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
田
や
河
川
と
の

分
断
化
、
家
庭
排
水
等
の
流
入
等
が
原
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
々
子
湖
で
も
、
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
が
見

ら
れ
、
今
後
も
水
質
状
況
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

周
辺
地
域
の
環
境
変
化
が

湖
に
与
え
る
影
響

久
々
子
湖
の
水
質
とシジ

ミ
の
関
係

　

久
々
子
湖
に
生
息
し
て
い
る｢

ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ｣

は
、
塩
分
濃
度
や
水
中
の
酸
素

量
等
が
一
定
以
上
の
環
境
で
な
い
と
生
息

で
き
な
い
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ ↑久々子湖底のヘドロ

今回の報告では、5月19日から6月8日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美浜発電所の状況

美浜1号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜2号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

　

5
月
28
日
に
、
全
国
原
子
力
発
電
所
所

在
市
町
村
協
議
会
の
総
会
が
全
国
都
市
会

館(

東
京)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
協
議
会
の
会
員
27
市
町
村

の
首
長
及
び
議
長
等
が
出
席
し
、
平
成
26

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
を
は

じ
め
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画(

案)

及

び
収
支
予
算(

案)

が
審
議
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
後
に
行
わ
れ
た
国
と
の
意
見

交
換
で
は
、
原
子
力
規
制
庁
や
経
済
産
業

省
等
の
関
係
機
関
出
席
の
も
と
、
原
子
力

発
電
を
取
り
巻
く
課
題
等
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
山
口
町
長
は
、
次
の
4
点

に
つ
い
て
国
の
見
解
を
求
め
、
こ
れ
に
対

し
、
原
子
力
規
制
庁
の
池
田
克
彦
長
官
と

経
済
産
業
省
の
吉
野
恭
司
審
議
官
が
答
え

ま
し
た
。

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

(

原
子
力
規
制
庁
へ
の
質
問
と
回
答)

問
1

　
　
　

廃
炉
が
着
実
に
進
む
た
め
に
不
可

欠
と
な
る
比
較
的
放
射
能
レ
ベ
ル
の
高
い

廃
棄
物
に
係
る
規
制
基
準
を
早
急
に
整
備

す
る
こ
と
。

答
1

　
　
　

廃
炉
に
伴
い
発
生
す
る
放
射
能
レ

ベ
ル
の
高
い
放
射
性
廃
棄
物
の
規
制
は
、

昨
年
12
月
に
検
討
チ
ー
ム
を
作
り
検
討
を

進
め
て
お
り
、
規
制
基
準
等
の
技
術
的
な

骨
子
を
、
1
年
程
度
を
目
途
に
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　

高
浜
3･

4
号
機
再
稼
働
差
し
止

め
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判
長
は｢

新
規
制

基
準
は
緩
や
か
で
合
理
性
が
な
く
、
適
合

し
て
も
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い｣

と
発
言
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力
規

制
庁
と
し
て
、
新
規
制
基
準
は
世
界
で
最

も
厳
し
い
規
制
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
新

規
制
基
準
に
適
合
と
な
っ
た
プ
ラ
ン
ト
の

審
査
内
容
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
。

答
2

　
　
　

高
浜
3･

4
号
機
の
訴
訟
は
、
当

事
者
で
は
な
い
の
で
特
に
コ
メ
ン
ト
す
る

立
場
に
な
い
が
、
田
中
委
員
長
は
、
新
規

制
基
準
の
事
実
関
係
に
誤
認
が
あ
り
返
答

す
る
つ
も
り
は
な
い
と
申
し
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
新
規
制
基
準
の
審
査
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
か
ら
の
申
請
書
類
や
、
審
査
会
合

に
お
け
る
議
論
等
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
部
分
以
外
は
、
全
て
公
開
す
る
姿
勢

で
望
ん
で
お
り
、
公
開
性
、
透
明
性
に
つ

い
て
出
来
る
限
り
配
慮
し
て
進
め
て
い
る
。

(

経
済
産
業
省
へ
の
質
問
と
回
答)

問
3

　
　
　

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位

置
付
け
ら
れ
た
原
子
力
の
重
要
性
と
必
要

性
に
つ
い
て
、
国
は
前
面
に
立
ち
国
民
に

説
明
し
理
解
を
得
る
取
り
組
み
を
行
う
と

と
も
に
、
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
や
新
増
設･

リ
プ
レ
ー
ス

の
明
確
な
方
針
を
早
期
に
示
す
こ
と
。

答
3

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
昨
年
4
月
に
策
定
後
、
全
国
各
地
で

約
１
３
０
回
の
説
明
会
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
し
っ
か
り
と
広
報
し
て
い
き

た
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

は
、
本
年
4
月
28
日
に
骨
子
案
を
取
り
ま

と
め
た
が
、
今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
付
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
最
終
取

り
ま
と
め
は
7
月
中
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

問
4

　
　
　

電
源
三
法
交
付
金
は
、
立
地
自
治

体
が
対
応
を
余
議
な
く
さ
れ
る
原
子
力
発

電
所
の
解
体
撤
去
完
了
ま
で
、
交
付
対
象
期

間
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
廃
炉
に
伴
い
、
立

地
市
町
村
が
行
う
経
済
振
興
や
雇
用
対
策

等
に
対
し
、
新
た
な
交
付
金
制
度
を
創
設
す

る
な
ど
、
特
段
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

答
4

　
　
　

立
地
市
町
村
で
は
、
電
源
三
法
交

付
金
や
原
子
力
発
電
所
に
関
わ
る
固
定
資

産
税
収
入
等
の
歳
入
割
合
が
高
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
政
府
で
は
、
廃
炉
に
伴

う
財
政
等
へ
の
緩
和
策
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
具
体
的
な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
内

で
の
議
論
も
踏
ま
え
な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

↑原子力発電所に係る規制基準等
　について質問する山口町長

　

町
で
は
、
今
後
も
当
協
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題

や
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
2

↑湖の水質を調査する｢シジミのなぎさ部会｣

て
い
ま
す
。
シ
ジ
ミ
の
生
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、
湖
の
水
質
を
改
善
す
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

( 単位 :mg/l)
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7月5日(日) 
午前10時～午後2時

美浜駅前･美浜町観光センター

　美浜駅前の活性化のため、
町内のまちづくりグループが
集い、｢コラボ★ほしまつり」
を開催します。皆さん、ぜひ
遊びに来てください。

日時

内容

場所

『コラボ★ほしまつり』

※お問い合わせ先　ほしまつり実行委員会 加茂 ☎32-0239

・ガラガラ抽選
・七夕飾り作り
・オリジナルうちわ作り
・プチカフェ、各種出店
・       苗木販売
・花苗プレゼント

みはま土曜歴史講座 を開催します！

※お問い合わせ先　町文化財室(担当･松葉) ☎32‐0027

日時
会場

平成27年 7月 4日 ( 土 )　午前 10時～ 11時 30分
なびあすコミュニティルーム

講師 多仁照廣 さん ( 元 敦賀短期大学 教授 )

演題 地域の歴史史料は、何故守らなければならないか？
どのようにして守るのか？

定員 50人

日時
会場

平成27年 7月 12日 ( 日 )　午後 1時 30分～ 3時
なびあすコミュニティールーム

講師 河原典史 さん ( 立命館大学文学部 教授 )

内容 近現代の美浜町の海水浴場の変遷、海水浴を楽しむ
人々の様子等を学びます。

定員 50人

■座学

■座学

※事前に町文化財室まで申し込みをお願いします。(会場に余裕がある場合は、当日の受付も可能です )

↑ 6月の講座の様子

美浜の海水浴場を振り返る
‐｢へしこの町 ｣になる前に‐

内容 歴史史料の具体的な保存方法を学ぶことで、史料の被
災に備えます。

演題

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

と
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
収
益
金
は
、

市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

● 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　

1
等･

前
後
賞
合
わ
せ
て
7
億
円

　
　

  (

1
等
5
億
円･

前
後
賞
各
1
億
円)

● 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

1
等 

7
千
万
円
×
１
１
０
本

● 

発
売
期
間(

同
時
発
売)

　

7
月
8
日(

水)

〜
7
月
31
日(

金)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

(

公
財)

福
井
県
市
町
振
興
協
会

☎
０
７
７
６
‐
57
‐
１
６
３
３

(

市
町
村
振
興
宝
く
じ)

　サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は

　
　
　
　
　
　
　

 

県
内
で
購
入
を

後期高齢者医療にご加入の皆さんへ

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・渡邉 理佳) ☎32-6703

8月1日(土)から後期高齢者医療制度の
　　　　　　　　　　保険証が新しくなります
　現在お使いいただいている保険証の有効期限は、7月 31日 ( 金 ) までです。
7月中に後期高齢者医療広域連合から新しい保険証が郵送されますので、8月 1
日 ( 土 ) からは新しい保険証 (桃色 ) をお使いください。
　なお、負担割合は前年の所得で判定します。これまでと負担割合が変更にな
る場合がありますので、ご確認ください。

(新)
桃色

サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

● 

日
時　

7
月
4
日(

土)

　
　
　

   

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

● 

会
場　

き
ら
め
き
み
な
と
館　

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

● 

参
加
対
象

　

平
成
28
年
3
月
に
高
校
を
卒
業
す
る
予

定
の
方
と
そ
の
保
護
者

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
敦
賀

☎
０
７
７
０
‐
22
‐
４
２
２
０

年
金
 

ニ
ュ
ー
ス
 

年
金

ニ
ュ
ー
ス

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

国民年金保険料免除等の申請について

平

　　　済的な理由等で保険料の納付が困難な方等は、保険料の
　　　納付が免除される制度があります。
　国民年金保険料の免除等の受付は、平成27年度は7月1日から

開始され、平成27年7月分から平成28年6月分までの期間を対象

に審査を行います。

　また、平成26年4月から法律が改正され、2年1か月前の月分

まで遡って免除申請できるようになりました。

　失業等により、保険料の納付が経済的に困難になったものの、

申請を忘れていたために未納期間がある方は、町住民環境課また

は年金事務所へご相談ください。

　　　成27年4月分から平成28年3月分までの国民年金保険
　　　料は、月額15,590円です。
　保険料は、日本年金機構から送られる納付書により金融機関
･郵便局･コンビニで納めることができます。また、クレジット
カードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお
得な口座振替もあります。

※お問い合わせ先　町住民環境課 (担当 ･港 ) ☎ 32‐6703

　日本年金機構敦賀年金事務所 ☎ 23-9902 

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　 務    課

企 画 政策課  

税　 務　 課

住民環境課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工観光課

農林水産課

土木建築課

学校教育課

はあとぴあ　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生涯学習課 (なびあす内)
　　　　　　　３２－６７０９

出　 納　 室

議会事務局

上下水道課

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３

３２－６７００

３２－６７０１

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７０８

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

美浜創生･人口減少対策室
国 体 推 進 室　
　　　　　　　３２－６７１５

Mihama　Information

　

来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
し
た
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

経

受講料

無 料
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戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

● 

支
給
対
象
者

● 

支
給
内
容

● 

請
求
期
限

● 

請
求
に
必
要
な
書
類
等

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

美
浜･

三
方
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　

    　

☎
45
‐
１
２
１
５

↑エコクル美方(右奥がガス化溶融施設)

▽排ガス測定結果

測定項目
測定実施日及び測定結果 (平成26年度) 法令による排出

規制値6月30日 9月5日 11月21日 2月18日

ダイオキシン類 (ng-TEQ/Nm3 ) 0 0.0000022 0.0000021 0.16 5

ばいじん濃度 (g/Nm3) 0.016未満 － 0.015未満 － 0.15

硫黄酸化物排出量 (Nm3/h) 0.099未満 － 0.082未満 － 16.15

窒素酸化物濃度 (ppm) 73 － 70 － 250

塩化水素濃度 (ppm) 15 － 11 － 429

一酸化炭素濃度 (ppm) 7 9 6 12 －

用語・単位の参考説明

質 量：ng（ナノグラム）…10億分の1g
体 積：Nm3（ノルマルリュウベ）…1気圧0℃の1m3の体積
濃 度：ppm（ピーピーエム）…100万分の1
毒性当量:TEQ(ティーイーキュー)…実測濃度に係数をかけて濃度換算したダイオキシン量の単位
※ダイオキシン類の測定数値0は、実測濃度が検出下限未満のため

　

エ
コ
ク
ル
美
方｢

ガ
ス
化
溶
融
施
設｣

の
平
成
26
年
度
の
稼
動
実
績
は
、
定
期
修

繕
工
事
等
に
伴
う
約
2
か
月
の
運
転
停
止

期
間
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
初
の
年
間
運

転
計
画
に
基
づ
い
て
予
定
ど
お
り
運
転
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
及
び
施
設
の
運
転
管
理
業
務

委
託
会
社
と
十
分
に
連
絡
調
整
を
行
い
な

が
ら
、
施
設
の
安
全
運
転
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
排
ガ
ス
の
測
定
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
項

目
に
お
い
て
法
排
出
規
制
値
を
下
回
り
、

安
全
な
運
転
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

エコクル美方｢ガス化溶融施設｣

公害関係測定結果平成26年度

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

1 

平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病

　

 

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　

 

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2 

戦
没
者
等
の
子

3 

戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖

　

 

父
母
、
④
兄
弟
姉
妹(

※
1)

4 

右
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等
の

　
 

三
親
等
内
の
親
族(

※
2)

　

平
成
27
年
4
月
1
日
時
点
に
お
い

て
、｢

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料｣

や

｢

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金｣

等
を
受
け
る
方(

戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等)

が
い
な
い
場
合
に
、

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債

　

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

※
請
求
書
類
等
は
町
福
祉
課
で
入
手
で
き

　

ま
す
。

※
同
一
の
戦
没
者
等
に
つ
い
て
、
請
求
者

　

が
過
去
に
特
別
弔
慰
金
の
裁
定
を
受
け

　

て
い
た
こ
と
が
あ
る
か
等
の
状
況
に
よ

　

り
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
異
な

　

り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

浜
野)☎

32
‐
６
７
０
４

　

次
の
順
番
で
、
先
順
位
の
お
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

7
月
は

｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

の
強
調
月
間
で
す

　

今
年
で
65
回
目
を
迎
え
る｢

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

〜｣

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

7
月
を
強
調
月
間
と
し
、
今
年
は｢

出

所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で
雇
用

す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と｣

及
び｢

帰

る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か
ら

社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と｣

を

重
点
事
項
に
掲
げ
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
を
社
会
か
ら
排
除･

孤
立
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
自
然

に
で
き
る
社
会
作
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

萩
原
）

☎
32
‐
６
７
０
３

※
1 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

　
　

 
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件

　

 　

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

　
　

 

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

※
2 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

　
　

 

き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

　
　

 

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

･

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

　

金
請
求
書

･

第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
印
鑑
等

　

届
出
書

･

戦
没
者
等
の
遺
族
の
現
況
等
に
つ
い
て

　

の
申
立
書

･

特
別
弔
慰
金
請
求
同
意
書(

同
順
位
者

　

が
い
る
場
合)

･

平
成
27
年
4
月
1
日(

基
準
日)

現
在

   

の
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔

　

慰
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

7
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

 

☎
32
‐
０
１
９
２

○
夏
に
多
い
お
子
さ
ん
の
肌
ト
ラ
ブ
ル
と

　ケ
ア
に
つ
い
て

● 

申
込
期
間　

　

6
月
26
日(

金)

〜
7
月
13
日(

月)

● 

講 

師　

武
田　

葉
子 

氏(

薬
剤
師)

● 

日 

時　

7
月
15
日(
水)

　
　
　
　

 

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分

● 

会 

場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

内 

容　

　

あ
せ
も
や
虫
さ
さ
れ
等
、
夏
に
多
い
肌

ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

● 

申
込
方
法　

　

電
話
、
ま
た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Mihama　Information

■ 課税限度額の改正
平成27年度から地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険税の課税限度額を下表のとおり改正します。
なお、税率については前年度と変更はありません。

■ 軽減判定基準の改正
国民健康保険税には、一定の所得以下の世帯に対して、均等割 ･平等割を軽減する措置があります。
平成27年度から5割 ･2割軽減を判定する基準が改正され、軽減の対象となる世帯が拡大します。

課税限度額 改正前 改正後

医療分 51万円 52万円

支援分 16万円 17万円

介護分 14万円 16万円

計 81万円 85万円

軽減判定
基準

改正前 改正後
世帯主(国民健康保険に未加入の世帯主を含む)と被保険者及び特定同一世帯所属者※の

　　　　 前年総所得金額等の合計額
7割軽減 33万円以下 33万円以下

5割軽減 (24万5千円×(被保険者数＋特定同一世帯所属者数))
＋33万円以下

(26万円×(被保険者数＋特定同一世帯所属者数))
＋33万円以下

2割軽減 (45万円×(被保険者数＋特定同一世帯所属者数))
＋33万円以下

(47万円×(被保険者数＋特定同一世帯所属者数))
＋33万円以下

※お問い合わせ先　町税務課 (担当 ･真田 )☎ 32‐6702

この軽減に申請は不要ですが、同じ世帯に前年所得不明の方がいる場合、軽減判定することができません。
国民健康保険加入者及びその世帯主の方は、収入の有無にかかわらず、毎年必ず申告をお願いします。

※特定同一世帯所属者・・・国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行された方で、移行後も世帯主及び世帯構成に変更のない方

国民健康保険税の課税限度額と軽減判定基準が変更になります


